










要約:児童虐待に関しての院内連携システムの活動と地域の院外機関の協カシステムとの

活動の結果、児童虐待の件数の減少は認めなかったが、虐待定義分類の内容が身体的虐待

の減少(47%)に比較して養育の拒否・放棄(ネグレクト)の件数が増加(53%)してきた。頭蓋

内出血などの重篤な症状が 73%から 13%に減少してきた。また平成 7 年には保護入院依頼

が 47%もみられるよになつてきたことは積極的な虐待行為予防活動の評価だといえる。


